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平成２０年１０月２４日 
 
 
 
 

関公共職業安定所における個人情報の紛失について 
 
岐阜労働局（局長 藤井龍一郎）は、関公共職業安定所（所長 村木宜弘）におけ
る個人情報（雇用保険受給資格者証）の紛失事案について、下記のとおり、事実関係

を確認し、必要な措置を講ずることとしましたので、概要をお知らせします。 
 
１ 概要 
職業訓練を受講中の雇用保険受給者の雇用保険受給資格者証（以下「資格者証」

という。）を紛失したもの。 
資格者証に記載されていた個人情報は、氏名、年齢、生年月日、住所、雇用保険

取得年月日、離職年月日、所定給付日数、基本手当日額、振込先金融機関番号、支

店番号、口座番号等である。 
 
２ 経過 
（１）平成２０年９月１６日（火）、関公共職業安定所（以下「関所」という。）の
職業紹介部門の職員が、雇用保険受給者であるＡさんに対し、９月１７日（水）

から行われる職業訓練を受講するよう指示を行った。 
（２）同日、雇用保険を担当するＢ職員は、同指示に基づき、同日までの失業の認定
を行うため、Ａさんから資格者証と失業認定申告書の提出を受け、資格者証にそ

の日までの失業給付金の金額を印字し、資格者証の写しをＡさんに手交した。 
（３）１０月１日（水）、Ｂ職員は、公共職業能力開発施設（以下「訓練施設」とい
う。）からの報告（公共職業訓練等受講証明書）に基づき、Ａさんが訓練を受講

している期間と訓練施設に通う手当の金額を資格者証に記入するため、雇用保険

受給者の資格者証を保管してある書庫を探したが、Ａさんの資格者証を発見でき
なかった。 
（４）同日、Ｂ職員は、９月１６日（火）にＡさんに対し資格者証の写しを手交した

際、原本も併せて手交した可能性があると考えたため、電話によりＡさんにその
事実の照会を行った。 
（５）１０月９日（木）、Ｂ職員は、Ａさんが資格者証の原本を保管していないこと

を確認し、他の職員とともに、再度所内を念入りに探索したが、発見できず、紛
失していることが明らかとなった。 
（６）１０月１０日（金）、所長とＢ職員は、Ａさんに対し経過の説明と謝罪を行う
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とともに、今後の個人情報漏えい防止の徹底について説明し、了解を得た。 

併せて、関警察署に遺失物届を提出した。 
 
３ 今後の対応策 
（１）関所においては、１０月９日（木）、所長から雇用保険部門の職員に管理の徹

底を指示するとともに、１０月１４日（火）、緊急説明会を実施し、所長から全
職員に対して今回の紛失事案の発生経緯、問題点について説明するとともに、個

人情報の管理の徹底について意識の喚起を図った。 
また、１０月２２日（水）、２３日（木）に、全職員に対し、個人情報の管理
の重要性等についての研修会を実施した。 
（２）岐阜労働局においては、１０月１４日（火）、局長が、緊急に全公共職業安定

所長を召集し、個人情報の管理の徹底について厳正に行うよう、直接指示をした。 
また、今回の事案の経過等を署・所を含む局全体に情報提供し、個人情報の保

護の重要性及びその漏えい防止に関する注意喚起を重ねて行うとともに、併せて、

個人情報の適正な管理の徹底と再発防止について指示をした。 


